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自己紹介：常川真央  ( Tsunekawa Mao ) 
• 日本貿易振興機構 

   アジア経済研究所 勤務（司書職） 

• 2014年4月 入所 

• 担当業務：  

– システムの運営・構築等 

– 図書館ウェブサイトの運営 

• 経歴 

– 2005年～2014年5月： 

• 筑波大学図書館情報メディア研究科 

– 2012年10月〜2014年3月： 

• 国立国会図書館に非常勤調査員と
して勤務 

• 趣味：ビブリオバトル 
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国立国会図書館における 
実践事例 
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NDLラボとは？ 
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NDLラボとは？ 
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• 国立国会図書館による実験的プロジェクト 

• 「図書館が抱える課題に対して、実証的な実験を行

うことで解決を図るために用意された実験場」 

• 外部の研究者と連携し、国立国会図書館の保有す

るデータを活用したウェブサービスを構築・試験公開 

 



NDLラボで行ったこと： 
NDLラボサーチの検索インターフェース開発 
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NDLラボサーチとは？ 
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• NDLサーチの実験版 

• 図書館の所蔵資料（図書・雑誌・新聞等）と、雑誌記

事索引が検索可能 

• ファセット、サジェスト、ブックマーク機能等を提供 

• 特長：検索サーバとインタフェースの完全分離 



NDLラボサーチの構成 

9 

NDLラボの 
サーバ 

ユーザのPC 

APIによる 
検索 

検索エンジン 
(Apache Solr) 

• 検索エンジンと検索画
面を完全に分離 

• ユーザによる検索画面
のカスタマイズが可能 



コンセプトをVMSOで整理すると…… 

10 

  ユーザと対話する図書館サービス Vision 

 
(1)スマホでも無理なく使えるデザイン 
(2)ユーザがカスタマイズ可能な検索インタフェース 
(3)ブックマーク機能の内容に基づく 

レコメンデーション 

 

Strategy 

    検索件数○○件 / レコメンドクリック率○％ 
      / カスタマイズ事例○○件 Objectives 

 ユーザや図書館をとりまく情報環境に合わせて 
 変更できる検索インタフェースの提供 

Mission 



アジ研図書館について 
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日本貿易振興機構（JETRO) 
アジア経済研究所 図書館 (通称：アジ研図書館） 
Institute of Developing Economies Library 

• 開発途上地域の経済、政治、
社会等を中心とする諸分野の
資料を所蔵する専門図書館 

• アジア地域だけではなく、アフ
リカやラテンアメリカの資料も
多数所蔵 

• 各地域ごとに専門のライブラ
リアンが配置されている 
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アジ研図書館のウェブサービス① 

研究所出版物アーカイブ（ＡＩＤＥ） 

• 研究所出版物を保存、
公開。章・記事単位で
検索と本文情報の閲覧
が可能 

• 主な収録対象 
– 研究所刊行雑誌（アジ研
ワールド・トレンド、アジ
ア経済など） 

– 研究所刊行図書（アジ研
双書、アジ研選書など） 

– その他 
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アジ研図書館のウェブサービス② 

学術研究リポジトリARRIDE 

• 研究員が内外の雑誌等に
投稿した論文、ディスカッ
ションペーパー等を保存、
公開 

• 外部のデータベースと連携
し、研究所成果物の情報発
信を強化 

• 主な収録対象 
– 外部雑誌に掲載された論文 

– ディスカッションペーパー 

– その他 
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アジ研図書館のウェブサービス③ 

アジア動向データベース 

• 研究所が毎年発行する
『アジア動向年報』をも
とにしたデータベース 

• 国別・年別に研究員の
書いたレポートを閲覧
可能 

• 各国の重要日誌を全文
検索可能 

• 各国の統計データのダ
ウンロードが可能 
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実践事例② 
ウェブサイトのリニューアル 
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図書館のウェブサイト情報発信  

一般利用者向け 研究所内向けイントラサイト 
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2015年度4月に両ウェブサイトのリニューアルを実施 



これまでのウェブサイトの課題 
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利
用
者
と
の
壁 東アジア担当 

東南アジア担当 

レファレンス業務 

展示資料の作成 

ラテンアメリカ担当 

新着図書の書評 

1. 図書館員が業務で生み出したコンテンツが埋もれがち 
2. 図書館員の専門地域があまりアピールできない 

どんな図書館員がいる
のだろう・・・・・・？ 

アジ研図書館員 



リニューアルのコンセプト 
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新着図書の紹介 

おすすめレファレンス 

展示特集 

こんなコンテンツ
があったんだ！ 

東アジア担当 

東南アジア担当 

ラテンアメリカ 

東アジア 

東南アジア 

レファレンス業務 

展示資料の作成 

ラテンアメリカ担当 

新着図書の書評 

1. 各地域担当の業務や作成したコンテンツを可視化 
2. 図書館員の作成した資料情報を有効活用する 

反映 



リニューアル前の画面 
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リニューアル後の画面 



リニューアル後の画面 
地域別のウェブページを冒頭に配置 



リニューアル後の画面： 
 トピック別ニュースによる動的なコンテンツ 



コンセプトをVMSOで整理すると…… 
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   図書館員のはたらきがみえるウェブサイト Vision 

 
(1) コンテンツが動的に変わる領域の設置 
(2) 新着図書紹介など潜在コンテンツの顕在化 
(3) 時事トピックに合わせた資料紹介の設置 

(4) 企画展示など館としての図書館との同期 

 

Strategy 

 毎月PV、UV、トピック別ニュースのクリック率     Objectives 

  図書館員の専門領域に関わる業務がコンテンツと 
  して可視化・提供されるウェブサイト  

Mission 



まとめ： 
ウェブサービス構築実践を通じて 
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システムライブラリアンの役割 
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計算機システム 

図書館組織 
 

図書館利用者 

相互作用 

システムライブラリアン 

自分なりの定義 

図書館に関わる様々なシステム
間の相互作用の仕組みをつくる
図書館員 

（特に、計算機システムを中心と
した相互作用） 



学術情報ウェブサービス担当者の役割 
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計算機システム 

図書館組織 
 

図書館利用者 

相互作用 
システムライブラリアン 

ウェブサービス担当者 

Vision   Mission 

Strategy  Objectives 

自分なりの定義 
システムライブラリアンが 

相互作用をつくるときの枠組みを
用意する図書館員 



ウェブサービス構築実践を通じて 

• システムの構築はすぐには実行できない 

• 多大なコスト、時間、コミュニケーションが必要になりがち 

• しかし、そこに至るまでの枠組みに必要なコンセプトを考

えることはすぐにはじめられる 

• ウェブサービスの構築が実現する機会をつかむために、

枠組みとなるコンセプトを常に形作っていきたい 
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ご清聴ありがとうございました 
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